民営化進むエネルギー・セクター

目覚ましい経済成長が今後とも見込まれるトルコのエネルギー・セクターの今後の民営化スケージュールについて、民営化庁の情報が入ったので以下の通り紹介する。

送電事業の民営化状況

トルコの送電事業は21の地域送電会社が担当しており、そのうち19社が送電事業を担当する持株会社であるTEDAS社によって所有されていた。民営化は送電用ネットワークを運営する権利を有するこれらの地域会社の株式100%を売却する形式で行われている。送電用ネットワークそのものの所有権はTEDAS社に残される。すでに地域送電会社7社について入札が行われ、3社が買い手に引き渡されている。現在はUludag、Camblibel、Firat、Vangoluの4地域の送電会社について入札が行われている。（なお入札条件の詳細は民営化庁のウェブサイト　http://www.oib.gov.tr/2009/ilan/2009-11-10_camlibel-elektric.htm　にて確認できる。）
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一番最初に民営化された送電会社は2009年1月に引き渡しが行われている。残りの8社（

地図上の城で表示されている地域）については一括して売却される予定である。

発電事業の民営化

発電事業の民営化は民営化庁を中心に、エネルギー天然資源省、エネルギー市場監督局（EMRA）、EUAS（発電公社）との協力によって進められている。これまでに試験的に9基の小型発電所（発電能力140MW）の運営権利が2008年、5億5000万ドル（約500億円）でZorluグループに売却されている。タイプ別の発電能力、発電所数は以下の通りであるが、火力発電所については資産ともども売却、水力・流れ込み式発電所については運営権の売却となる。2009年中に2,3の発電所が売却され、残りが2010年以降にいくつかにまとめられて売却される。
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ガス供給会社民営化

アンカラ地域のガス供給を行うBaskent天然ガス供給会社の株式の80%も民営化される。（残りの20%はアンカラ市が所有。）この会社はトルコで2番目に大きな天然ガス供給会社であり、2037年まで有効なアンカラ地域での独占的供給権のライセンスを有している。2008年の利用者数120万、年間利用者数が10万人ペースで増加している。料金は2017年までドル建ての固定制となっている。料金回収は85%が前払いである。80%株式が一括して2010年終了を目指して売却される予定である。この民営化は法令5669にもとづきアンカラ市政府が同市の天然ガス供給のために新会社を設立する権利を得たことに基づく。同法では2年以内に少なくとも80%を民営化することが規定されており、売却が実施されない場合は自動的に80%の株式は民営化庁に移転されることになっていた。入札は実施されたが、1番手、2番手の買い手いずれもが買い取りを実施できなかったため、80%株式の所有権は民営化庁に移転し、現在民営化が進められている。

これらの民営化案件の詳細については、トルコ投資促進機関(ISPAT)東京事務所（〒150-0002東京都渋谷区渋谷3-6-4プライア渋谷1204、電話：03-6903-2262）まで。

